
「恵まれた人だけが世界を旅するのでなく、世界中の青少年みんなが世界を旅して、

出会いや別れ、自然や文化との触れ合いを経験して学びあう機会を作りたい」

そんな願いを持った一人のドイツ人教師によって“ユースホステル”は始まりました。 

100年以上の月日を経て世界中に広がったユースホステルは、その願いを体現する場所。

快適な施設の運営を目指すのと同じように、地域の自然環境や文化を保護し、

「世界の抱える問題に対して私たちユースホステルができることは何か」を考えた活動を実践しています。

Hostelling Internationalは国連世界観光機関

（UNWTO）のアフィリエイトメンバーとして持続

可能な開発目標（Sustainable Development 

Goals）達成に向け、Sustainable Tourismを

10のエリアに分け、各分野においてサステイナ

ブルな運営を実行しています。

Hostelling Magazineでは毎号一つのテーマに

焦点をあてて、その取り組みを紹介していきます。

観光は目的地やその周辺に住む人に大きな影響を与えます。ユースホステルは、設立当初よ

り、旅行者だけでなく、ホステル周辺のコミュニティを支援し、歴史的、考古学的、文化的、精

神的に重要な場所や遺跡の保護を世界中で行っています。

今回の
テーマ

サステイナブル（持続可能）な未来を目指して
世界各地のユースホステルで取り組みを始めています。

※Hostelling Internationalは世界各地のユースホステル協会と
　ユースホステルで構成された非政府/非営利の国際組織です。

1918

日本ユースホステル協会と賛同するユースホス

テルが共同で実施している「Sleep for Peace

～ユースホステルから旅を贈ろう～」では、毎

年9月21日から27日の間にプロジェクトに参

加するユースホステルをご利用いただいた方の

ご宿泊料の一部を寄付金として活用し、さまざ

まな理由から旅をする機会に恵まれない方々

をユースホステルに無料でご招待するイベント

を各地で実施しています。

愛知県の犬山国際ユースホステルで実施した

ひとり親家庭のご家族を対象にしたクリスマス

パーティーでは、フィンランドのユースホステル

を訪れたサンタクロースとインターネットテレ

ビ電話を通じて交流し、「夏の間は何をしてい

るの？」「どうして欲しいおもちゃがわかるの？」

といったかわいらしい質問がサンタクロースに

投げかけられました。

こんな活動も！

日本ユースホステル協会（日本）×
フィンランドユースホステル協会(Finnish Hostel Association)

世界には、メガネが必要なのに高くて買えない人が1億5千

万人以上いると言われています。南米ボリビアには子どもや

高齢者など25万人の人々が眼科にかかることができず、十

分な視力を得られないことで教育や就労の機会を逃したり、

充実した生活を送ることが困難になっていると報告されて

います。そうした背景をうけて開発された1ドルメガネは簡

単な器具を使って現地でレンズを加工することが可能で、低

価格で視力に合わせたメガネを製造することができます。HI

ボリビアのボランティアスタッフは支援の必要な人々の視力

検査のサポートや普及活動を行っています。

HI Bolivia
（ボリビア）

SDGsへの貢献

SDGsへの貢献

HI USAの行う「グレート・ホステル・ギブバック(GHGB)」はユー

スホステル周辺でボランティア活動を行う8名以上のグループに

無料宿泊を提供するプロジェクトです。参加者は1日最低2時間

のボランティア活動をすることで、協賛するユースホステルで最大

5泊分の宿泊料が免除されます。ボランティア活動を通して地元

のコミュニティと接する機会も得られることから、社会的な責任を

学びながら普通の旅とは違った体験ができるこのプログラム。旅

行者と地域をつなぐ役割をユースホステルが担っています。

HI USA
（アメリカ）

http://blog.hihostels.com/
2017/06/
our-communities-
giving-back-and-building-
bridges/

“Our Communities”に関する
Hostelling Internationalの
取り組みはこちらでも
紹介しています（英語）。
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